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第
六
十
四
囘
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
中
) 

 
 

 土
屋 

博 

 

十
七
「
修
正
日
本
略
史 
下
卷
」
峰
岸
米
造
編 

(
合
資
會
社
六
盟
館
、
販
賣
所
明
治
圖
書
、
明
治
四
十
一
年
刊
、
定
價
金
六
拾
錢
、
二
〇
八
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
三
十
六
年
。
新
井
白
石
の
箇
所
よ
り
、「
從
来
皇
子
皇
女
は
多
く
佛

門
に
入
り
親
王
家
は
た
だ
伏
見
・
京
極
・
有
栖
川
の
三
家
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
君
美
こ
れ
を
歎
き
皇
子
を
ば

親
王
と
し
皇
女
を
ば
降
嫁
あ
ら
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
建
議
し
た
り
。
家
宣
こ
れ
を
納
れ
、
奏
し
て
皇
弟
直

仁
を
立
て
て
親
王
と
し
閑
院
宮
と
稱
せ
し
め
た
て
ま
つ
り
き
」
と
。 

 

十
八
「
第
四 

明
治
才
媛
文
集
」
女
子
の
友
記
者
編
纂 

(
東
洋
社
、
明
治
四
十
二
年
九
版
、
定
價
金
貳
拾
五
錢
、
二
五
二
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
三
十
六
年
。
福
岡
榎
本
も
も
子
さ
ん
の
「
元
日
の
記
」
よ
り
、「
さ

し
昇
る
初
日
の
光
り
き
の
ふ
に
か
は
り
て
な
に
と
な
う
花
や
か
な
る
心
地
す
る
に
、
門
每
に
ひ
ら
め
く
御

旗
た
て
渡
し
た
る
松
竹
の
翠
は
、
常
磐
の
色
に
に
ほ
ひ
、
君
が
代
謳
ふ
稚
子
の
聲
は
、
千
代
と
囀
づ
る
鳥

の
音
に
和
し
て
榮
ゆ
く
御
代
の
元
旦
の
け
し
き
こ
そ
、
い
ひ
し
ら
ず
め
で
た
け
れ
」
と
。
文
語
表
現
、
美

し
か
り
き
。 

 

十
九
「
六
大
先
哲
」
帝
國
敎
育
會
編 

(
弘
道
館
發
兊
、
明
治
四
十
二
年
刊
、
正
價
金
五
拾
錢
、
二
〇
三
頁
) 

古
書
價
格
七
百
圓
也
。
明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
三
日
贈
位
先
哲
祝
典
大
會
の
議
事
錄
な
り
。
六
大
先
哲

と
は
、
山
鹿
素
行
、
山
崎
闇
齋
、
中
江
藤
樹
、
伊
藤
仁
齋
、
靑
木
昆
陽
、
新
井
白
石
を
指
す
。(
明
治
四

十
年
に
正
四
位
贈
位
。)
記
念
講
演
者
は
、
素
行
よ
り
順
に
、
井
上
哲
次
郞
、
谷
干
城
、
三
宅
雄
二
郞
、

竹
內
松
治
、
大
槻
文
彥
、
三
上
參
次
と
、
い
づ
れ
も
當
代
一
流
の
人
物
な
り
。
三
宅
雪
嶺
曰
く
、
藤
樹
四

十
一
年
の
壽
な
る
も
、
そ
の
德
の
感
化
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
尋
常
に
非
ず
と
。 

 

二
十
「
鎌
倉
武
士
」
大
町
桂
月
著 

(
弘
學
館
、
明
治
四
十
二
年
刊
、
正
價
金
壹
圓
、
本
文
三
三
一
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
大
町
桂
月
序
に
曰
く
、「
わ
れ
、
さ
き
に
平
安
朝
後
半
の
歷
史
を
草
し
て
『
源
氏
と

平
氏
』
と
題
し
た
り
。
今
茲
に
鎌
倉
時
代
の
歷
史
を
草
し
て
『
鎌
倉
武
士
』
と
第
す
。・
・
・
余
は
茲
に

本
書
が
主
と
し
て
大
日
本
史
と
吾
妻
鏡
と
に
よ
り
て
成
り
た
る
こ
と
を
一
言
す
。」
と
。 

 

二
十
一
「
本
居
宣
⾧
之
哲
學 

全
」
文
學
士
田
中
義
能
著 

(
日
本
學
術
研
究
會
、
明
治
四
十
五
年
刊
、
定
價
金
貳
圓
拾
錢
、
六
一
六
頁
) 
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古
書
價
格
五
千
五
百
圓
也
。
今
年
の
古
本
ま
つ
り
、
最
大
の
收
穫
品
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。 

目
次
は
第
一
編
總
敍
(
經
歷
、
性
行
、
學
風
、
著
書
)、
第
二
編
學
統
(
復
古
神
道
の
發
展
、
學
祖
春

滿
、
學
父
眞
淵
)、
第
三
編
本
論
(
世
界
論
、
原
理
論
、
宗
敎
論
、
學
問
論
、
異
端
論
)、
第
四
編
學
派

(
春
庭
、
大
平
な
ど
)、
第
五
編
統
括
(
宣
⾧
學
の
反
動
、
諸
家
と
の
比
較
、
批
評
)。 

結
語
に
曰
く
、「
德
川
氏
三
百
年
の
榮
華
忽
焉
と
し
て
亡
び
急
轉
直
下
王
政
復
古
の
鴻
業
成
る
。
素
よ
り

時
運
の
然
ら
し
む
る
所
な
る
べ
し
と
雖
も
、
而
か
も
此
の
時
運
を
醞
醸
す
る
に
於
い
て
、
我
が
宣
⾧
の
復

古
神
道
唱
道
の
功
、
與
つ
て
大
な
ら
ず
と
せ
ず
」
と
。 

田
中
議
能
(
よ
し
と
う
)(
一
八
七
二
年
生
れ
、
一
九
四
六
年
歿
)
は
神
道
學
者
。
東
京
帝
大
哲
學
科

卒
、
東
洋
大
、
國
學
院
大
の
敎
授
を
經
て
、
一
九
二
〇
年
よ
り
東
京
帝
大
助
敎
授
。 

 

二
十
二
「
聖
賢
格
言
集
」
福
田
重
政
著 

(
粱
江
堂
・
春
秋
社
、
明
治
四
十
五
年
刊
、
三
三
六
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
二
度
目
の
購
入
。
今
囘
は
函
入
。
荀
子
「
靑
色
は
藍
よ
り
出
で
た
る
も
藍
よ
り
靑

く
、
氷
は
水
よ
り
出
で
た
る
も
水
よ
り
冷
か
な
り
」
に
つ
い
て
、
是
れ
弟
子
の
學
藝
は
師
よ
り
授
け
ら
れ

た
る
も
、
勉
學
研
磨
の
如
何
に
よ
り
て
は
師
に
優
る
者
の
出
づ
る
に
喩
ふ
と
。 

 

二
十
三
「
古
今
の
婦
人
」
婦
女
新
聞
社
編 

(
婦
女
新
聞
社
、
大
正
元
年
刊
、
定
價
金
九
拾
五
錢
、
四
七
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
末
尾
の
廣
告
に
よ
ら
ば
、
婦
女
新
聞
は
每
週
金
曜
日
發
行
、
創
刊
十
二
年
に
及
び

每
號
皇
后
陛
下
御
覽
の
榮
を
忝
う
す
と
あ
り
。
目
次
を
み
る
に
、
塚
越
停
春
「
小
野
小
町
」(『
平
安
朝
歌

界
に
於
け
る
位
置
は
業
平
第
一
、
遍
昭
第
二
、
小
町
第
三
』
云
々
)、
⾧
田
偶
得
「
春
日
局
」、
下
田
歌
子

「
松
下
禪
尼
」、
大
町
桂
月
「
尼
將
軍
」、
山
路
愛
山
「
紫
氏
淸
女
合
論
」(『
紫
氏
淸
女
の
時
代
は
日
本
全

國
の
冨
が
最
も
多
く
都
に
集
中
し
た
る
頭
重
尾
輕
の
時
代
な
り
』
云
々
)、
幸
田
露
伴
「
八
犬
傳
に
現
は

れ
た
る
二
女
性
」、
武
島
羽
衣
「
源
氏
物
語
に
現
は
れ
た
る
十
二
女
性
」(『
紫
の
上
、
紫
式
部
が
理
想
の

女
性
な
り
。
容
色
群
を
抜
き
、
詠
歌
音
樂
書
畫
盡
く
備
は
ら
ざ
る
無
し
。』
云
々
)
な
ど
。 

 

二
十
四
「
大
正
文
庫
第
一
輯 

明
治
思
想
小
史
」
三
宅
雪
嶺
著 

(
丙
午
出
版
、
大
正
二
年
刊
、
定
價
金
五
拾
錢
、
一
二
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
小
生
、
こ
れ
ま
で
復
刻
版
の
み
を
所
有
し
た
る
所
な
れ
ば
、
原
書
の
入
手
は
永
年

の
夢
な
り
き
。 
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第
十
六
章
「
和
學
漢
學
洋
樂
」
に
い
ふ
、「
德
川
時
代
は
大
體
に
於
て
學
問
則
ち
漢
學
で
あ
つ
た

が
、・
・
・
王
政
復
古
の
名
に
伴
ひ
、
和
學
は
皇
祖
皇
宗
の
國
家
に
缺
く
べ
か
ら
ず
と
認
め
ら
れ
、
多
少

之
を
修
め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
つ
た
」
と
。 

 

二
十
五
「
散
文
偉
観
」
厚
生
堂
編
集
部
編 

(
厚
生
堂
、
大
正
三
年
刊
、
正
價
金
壹
圓
八
拾
錢
、
千
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
目
次
は
、
第
一
章
書
翰
文
、
第
二
章
記
舒
文
、
第
三
章
傳
記
文
、
第
四
章
論
説
文
、

第
五
章
情
感
文
、
第
六
章
祝
賀
文
、
第
七
章
迎
送
文
、
第
八
章
弔
祭
文
、
第
九
章
序
跋
文
、
第
十
章
諭
令

文
、
第
十
一
章
聲
調
文
、
第
十
二
章
雜
體
文
。
た
と
へ
ば
、
本
居
宣
⾧
の
新
年
を
賀
す
る
文
、「
新
歲
の

御
慶
御
同
前
萬
福
目
出
度
申
納
候
。
先
以
愈
々
御
安
全
に
御
重
歲
な
さ
る
べ
く
珍
重
に
存
じ
奉
り
候
」

云
々
と
。 

 

二
十
六
「
現
代
名
家
文
選 

桂
月
文
集
」 

(
帝
國
行
政
學
館
史
書
研
究
會
出
版
部
、
大
正
五
年
十
版
、
定
價
金
六
拾
五
錢
、
四
四
四
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
三
年
。 

末
尾
の
「
國
學
復
興
論
」
に
は
、「
公
卿
の
手
に
あ
り
し
國
學
は
武
士
の
手
に
落
ち
ぬ
。
武
士
の
手
よ
り

更
に
又
平
民
の
手
に
移
り
ぬ
。
而
し
て
益
々
革
新
の
勢
を
添
へ
ぬ
。
⾧
流
は
素
浪
人
に
非
ず
や
。
季
吟
は

一
祠
官
に
あ
ら
ず
や
。
契
沖
は
一
貧
寺
の
僧
に
あ
ら
ず
や
」
と
あ
り
。 

 

二
十
七
「
繪
入
訓
話
」
大
町
桂
月
著 

(
冨
山
房
、
大
正
五
年
刊
、 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
冒
頭
に
「
留
學
五
人
男
」
の
英
國
留
學
中
の
寫
眞
あ
り
。
⾧
州
藩
の
君
命
を
受
け

た
る
は
、
井
上
馨
、
井
上
勝
(
後
に
鉄
道
王
)、
山
尾
庸
三
(
後
に
銀
行
家
、
高
輪
の
大
地
主
)
の
三
名

な
れ
ど
、
井
上
馨
侯
の
推
薦
に
よ
り
、
伊
藤
博
文
及
び
遠
藤
謹
助
を
追
加
せ
り
と
。 

 

二
十
八
「
文
話
作
例 

新
作
文
」
大
町
桂
月
著 

(
大
倉
書
店
、
大
正
七
年
刊
、
定
價
金
貳
圓
参
拾
錢
、
七
五
六
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
大
町
桂
月
、
序
に
曰
く
、「
文
を
學
ば
む
に
は
先
づ
大
に
名
文
を
讀
め
。
そ
の
名
文

も
程
度
の
低
き
も
の
よ
り
始
め
て
高
き
も
の
に
及
ぶ
べ
し
。
現
代
よ
り
始
め
て
古
代
に
及
ぶ
べ
し
。
之
を

鶯
に
て
云
へ
ば
首
を
傾
け
て
善
く
鳴
く
親
鳥
の
聲
を
諦
聴
す
る
也
」
と
。 

目
次
は
、
前
編
文
話
、
後
編
文
範
。 

 

二
十
九
「
小
紙
庫
」
三
宅
雄
二
郞
著 

(
耕
文
堂
、
大
正
七
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
五
拾
錢
、
四
四
二
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
何
度
目
か
の
購
入
な
り
。
目
次
は
、
世
界
の
大
勢
、
政
治
と
人
物
、
社
會
と
生

活
、
風
敎
修
養
。
三
宅
雪
嶺
、
序
に
曰
く
、「
永
平
寺
の
和
尚
は
庭
前
の
石
を
指
し
て
曰
ふ
、
吾
は
金
な

く
し
て
石
あ
り
と
。
著
者
は
庭
の
代
り
に
壁
に
面
し
て
曰
ふ
、
吾
は
金
庫
な
く
し
て
紙
庫
あ
り
と
。
本
書

は
紙
庫
の
小
な
る
者
、
內
に
何
ら
か
の
思
想
を
藏
す
」
と
。 

 

三
十
「
評
釋 

桂
月
文
粹
」
田
中
桃
葉
編 

(
駸
々
堂
、
大
正
十
三
年
刊
、
定
價
金
八
拾
錢
、
四
〇
九
頁
) 

古
書
價
格
二
千
圓
也
。
函
入
。
冒
頭
に
編
者
桃
葉
の
「
桂
月
先
生
の
文
章
」
な
る
作
文
を
配
す
。
次
い
で

桂
月
作
文
「
柏
木
の
閑
居
」
よ
り
「
某
高
利
貸
し
へ
の
手
紙
」
ま
で
に
桃
葉
の
評
釋
を
附
す
。
後
半
に
は

「
評
釋
名
家
文
粹
」
と
題
し
、
鷗
外
、
漱
石
、
一
葉
、
諭
吉
、
露
伴
、
紅
葉
、
蘇
峰
、
樗
牛
ら
名
家
の
文

章
に
つ
き
、
評
釋
文
を
附
す
。 

 

三
十
一
「
靜
思
餘
錄
」
德
富
猪
一
郞
著 

(
民
友
社
、
大
正
十
三
年
改
版
、
定
價
金
貳
圓
、
二
九
四
頁
) 

古
書
價
格
二
百
五
拾
圓
也
。
函
入
、
天
金
。
德
富
蘇
峰
の
國
民
叢
書
卅
六
刷
中
の
代
表
的
著
作
な
り
。
元

の
國
民
叢
書
二
册
を
始
め
、
講
談
社
學
術
文
庫
も
含
め
て
、
幾
度
目
か
の
購
入
と
な
る
。 

今
囘
の
古
書
は
、
同
志
社
森
中
文
庫
の
一
册
に
し
て
、「
森
中
重
光
」
な
る
サ
イ
ン
あ
り
。
ち
な
み
に
、

森
中
重
光
氏
は
、「
新
島
襄
先
生
の
生
涯
」
の
著
者
に
し
て
、
一
九
九
〇
年
に
九
十
六
歲
に
て
歿
し
た
る

人
物
な
り
。 

 

三
十
二
「
中
等
敎
科 

日
本
歷
史
敎
科
書 

上
級
用
」
三
省
堂
編
輯
所
編
纂 

(
三
省
堂
、
大
正
十
四
年
修
正
六
版
、
定
價
七
拾
參
錢
、
本
文
一
六
六
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
六
年
、
修
正
再
版
は
大
正
七
年
刊
。
高
野
⾧
英
の
座
右
の
銘
オ
ラ
ン

ダ
語
筆
跡
は
興
味
深
し
。
そ
の
英
譯
は
、Study! T

he drops of w
ater m

ake a hole in a stone, not 

w
ith pow

er, but only as they fall on it m
any tim

es. 

1836 D
octor T

akano T
yoeei 

 

三
十
三
「
新
釋 

太
平
記
讀
本
」
足
立
栗
園
著 

(
石
塚
松
雲
堂
、
大
正
十
四
年
刊
、
定
價
金
參
圓
五
拾
錢
、
四
六
四
＋
四
五
七
頁
) 

古
書
價
格
三
百
三
十
圓
也
。
例
言
に
曰
く
、「
本
書
は
有
名
な
る
太
平
記
を
通
俗
的
に
書
な
ほ
し
て
靑
少

年
の
讀
物
と
し
た
も
の
で
あ
る
。・
・
・
太
平
記
が
如
何
に
幕
末
勤
王
の
志
士
に
依
つ
て
愛
讀
せ
ら
れ
た

か
は
、
本
書
を
繙
く
者
の
必
ず
首
肯
す
る
所
で
あ
ら
う
」
と
。 

 

 

(
令
和
六
年
十
二
月
十
五
日
受
附
) 

 


